
令和７年度大田区立清水窪小学校授業改善推進プラン 

【社会科】                  
１ 昨年度の授業改善推進プランの検証・評価    
 

 

 

２ 今年度の調査結果の分析と結果に基づく課題 

 

 

知識・技能 

 

主体的に学習に取り組む態度 

思考・判断・表現 

 

主体的に学習に取り組む態度 

 

調 

査 

結 

果 

の 

分 

析 

知識・技能については、どの学年も

目標値を上回っている。特に第４学年

「安全なくらし－事故や事件」、第５

学年「都道府県の様子」、第６学年「日

本の国土と人々のくらし」では、正答

率が高く、十分理解できている。 

思考・判断・表現については、どの学

年も目標値を上回っている。特に、選択

式の問題の正答率が高くなっている。ま

た、記述式の問題に関しても、他の問題

に比べ正答率は低いが目標値を上回って

いるため、理解が高まっている。引き続

き、大事な言葉や文を使って表現する学

習を続けていく。 

主体的に学習に取り組む態度は、どの

学年も目標値を上回っている。社会の一

員としての意識をさらに高め、公民的資

質の向上に努めていきたい。 

課

題 

・  ・昨年度同様にどの観点でも高い正答率になっている、また記述式の問題について他の問題より正答率が低い傾向が見ら

れるが、どの学年も目標値を超えてきている。しかし、資料を読み取り、大事な言葉や文を使って表現することに多く

の課題が見られる。思考ツールの活用などを通して自分の考えを深め表現できるようにしていく必要がある。 

３ 授業の具体的な改善策 

教

科

目

標 

学習指導要領の教科の目標 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり、解決したりする活動を通して、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民 

主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

（１）地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝統と文化を通して社会生活について理解するとと

もに、様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

（２）社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・

判断したりする力、考えたことを選択・判断したことを適切に表現する力を養う。 

（３）社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会 

に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の 

国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養う。 

全

体 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

・社会的事象から学習問題を見いだし、その解決への見通しをもって取り組めるように学習計画を立てる。それには、学習対象に関する関心 

を高めるために児童に提示する資料を精選する。また、問題意識をもつようにさせるとともに、予想したり、学習計画を立てたりして、追

究・解決方法を検討することと、学習したことから新たな問題を見いだしたりすること、さらに学んだことを基に自らの生活を見つめたり

社会生活に活かしたりすることができるようにする。 

・学習過程を通じた様々な場面で児童相互の話合いや討論などを充実させる。また、実社会で働く人々から話を聞く活動を行うことで、児童に 

様々な視点を身に付けさせ、社会的事象の特色や意味などを多角的に考えることができるようにする。 

 学年段階別改善策 

中
学
年 

・資料の読み取りに課題が見られるため、資料を読み取る際の視点を提示し、読み取る力の向上を図る。また、地図記号など

の基本的な知識の定着を図るため、フォローアップシートなどを活用する（知識・技能） 

・資料から分かったことを自分の言葉でまとめるに当たって、思考ツールを活用し、使いたい情報の整理を行えるようにする。

また、情報の整理・選択が難しい児童に対しては、考えをまとめるための視点を提示し、支援していく。（思考・判断・表

現） 

・地域教材を活用し、見学・体験的な活動を取り入れることで、児童が区や都の様子に関心をもち、主体的に調べることがで

きるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

高
学
年 

・社会的事象を表す語句の定着について、課題が見られる。語句の定着を図るために、フォローアップシートなどを活用する。

（知識・技能） 

・資料から読み取る力は付きつつあるが、特定の資料に関しては、課題が見られる。特に、雨温図などグラフ・表等の資料か

ら読み取る力を高めるために、思考ツールを活用し、資料から読み取れた情報を整理し、必要な情報の選択をできるように

支援していく。（思考・判断・表現） 

・ゲストティーチャーや動画（ICT機器）などを活用することで、社会的事象を自身の生活と繋ぎ合わせて考え、興味・関心を

もって学習を進められるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 
 

○記述問題に関しては、正答率が上がり大事な言葉の選択ができるようになっている。 

○ICT を活用し教師が資料を提示したり、児童が自分で調べたりすることができた。 

△資料を基に自分の考えを表現する問題について、おおむね達成率を越えているが、他の問題に対して正答率が低い。引き

続き、自分の考えを表現できるように指導していく必要がある。 


